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平成28年度 全国委員長会議・委員総会 報告
１ 報告事項
(１)ルール変更

来年度もありません。

(２)平成2９年度全国大会使用球

男子：モルテン(V5M5000) 女子：ミカサ(MVA300)

(３)ｲﾝﾀｰﾊｲ複数代表 平成 31年から登録数が 200チーム以上の都道府県に限る(全専門部)

(４)ＩＦ用紙(全国大会) インターハイは開催地委員長へ 春高はフジテレビ事務局へ

(５)平成 29年度インターハイ(南東北ブロック)
日程・会場 男子 平成 29年７月 28日(金)～８月１日(火) 山形市・天童市・寒河江市

女子 平成 29年７月 28日(金)～８月１日(火) 宮城県利府町・多賀城市

(６)第 70回全日本バレーボール高等学校選手権大会
日程・会場 平成 30年１月４日(木) ～１月８日(月) 東京体育館

※代表者会議は１月３日(水)

(７)平成 28年度全国高校選抜合宿
日程・会場 平成 29年３月 20日(月)～３月 24日(金)・・・舞洲アリーナ

(８)2018全日本ｼﾞｭﾆｱｵｰﾙｽﾀｰﾄﾞﾘｰﾑﾏｯﾁ東西対抗大阪大会
日程・会場 平成 30年２月 24日(土)～ 25日(日)・・・舞洲アリーナ
そ の 他 ４チーム編成しリーグ戦を行う。

監督は本部指名される。

コーチは各ブロックで選出(男女をブロックで輪番)

中国ブロック 2018年 女子担当コーチ(岡山県から女性を１名選出)

(９)全国高体連バレーボール専門部７０周年記念誌

平成 29年１月に発行・・・各校(１校あたり)から 3000円･･･10月末日までに

(10)全国専門部表彰
平成 28年度全日本高校選抜 就実高校 万代真奈美

平成 28年８月９日(火)～８月 14日(日) タイ

第 18回アジアジュニア女子選手権大会(Ｕ-19) 第２位 就実高校 新井 祥

平成 28年７月 23(土)～７月 31日(日) タイ

(11)長身選手調査・・・全日本ユースチーム候補選手の早期発見と発掘

(12)ビーチバレー2017愛媛国体から正式種目(成年種目)

2018福井国体からは少年種目になる。

(13)その他
①体罰の根絶(別資料)

②大会期間中の怪我等・・・チームと大会本部が連絡を取りながら対応する。
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２ チームの留意事項
(１)生徒引率(引率責任者)について

大会要項にはインターハイの大会要項にならって「校長の認める当該校の職員」とあるが、

岡山県では「教員(非常勤を除く)」である。

(２)ユニホームについて

①ユニホームの番号のサイズ

ユニホームの上着は必ず入れる(入れなくても良いデザインでも)。

ソックスも統一。(くるぶしソックスは着用禁止)

※シューズは統一されていなくても良い。

②アンダーシャツについて

襟元、袖口、パンツ裾から、サポーター以外が、はみ出してはいけない。

※従前、「チームで揃っていれば、ユニホームの一部とみなす。」との解釈もあったが

アンダーシャツのはみ出しは禁止された。

③文字やマークは、校名、校章、都道府県名のみ

④リベロプレーヤーのユニホーム

ベストではなく色の異なるユニホームを着用しなければならない。

異なる色とは、明瞭に違いがわかること。

リベロプレーヤーの負傷交代に備えてベストの準備は必要(大会本部)。

(３)リベロプレーヤーについて

①リベロプレーヤーはチームキャプテンになることができる。・・・岡山県内でのルール

②ベンチ入りできるリベロの人数

12名以内・・・０、１，２名
13名 ・・・２名(１名は不可)

14名 ・・・２名

③リベロプレーヤーがプレーヤへ復帰

チーム構成員７名(正規プレーヤー６名＋リベロ１名)もしくはチーム構成員８名(正規

プレーヤー６名＋リベロ２名)の場合、正規プレーヤが負傷しゲームに復帰できなくなっ

た場合には、リベロプレーヤーが正規プレーヤーに復帰できる。(高体連特別ルール)

※可能な限りゲームを継続させようとする教育的配慮。

(４)ベンチスタッフの服装(ブロック大会以上)

監督とコーチは同じ服装・・・襟があるもの。

マネージャー 生徒の場合：監督と異なってもよい(選手と同じジャージ等)

教職員の場合：監督と同じ

(５)審判団と監督のあいさつ

試合終了後、記録席で互いにあいさつを行うこと。


